
東
京
平
和
委
員
会
青
年
協
議
会

今
年
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
し
た
り
、
楽
し
く
参
加
し
や

す
く
、
間
口
の
広
い
活
動
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
！

青
年
協

伊
藤
笑
子

荻
野
孝
一

代
表
理
事

２
０
２
０
年
は
都
知
事
選
挙

が
あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
衆
議

院
が
解
散
し
総
選
挙
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ウ
ソ
と
ご
ま

か
し
、
で
た
ら
め
な
安
倍
政
権

を
一
日
も
早
く
終
わ
ら
せ
、
政

治
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
す
こ

と
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
ま
で
体
験
し
て
き

た
こ
と
を
地
域
で
い
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
黒
で

の
平
和
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
平
和

の
集
い
の
開
催
、
被
爆
者
団
体

の
再
建
等
を
と
お
し
て
、
多
く

の
区
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。長

谷
川
邦
夫

代
表
理
事

新
春
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
島
・
長
崎
か
ら
７
５
年
、

安
保
改
定
か
ら
６
０
年
、
そ
し

て
第
五
福
竜
丸
事
件
か
ら
は
じ

ま
っ
た
原
水
爆
禁
止
運
動
も
６

６
年
目
を
迎
え
、
核
兵
器
禁
止

条
約
が
発
効
す
る
日
も
近
く
な

り
ま
し
た
。

４
月
末
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
再

検
討
会
議
が
開
か
れ
、
原
水
爆

禁
止
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
大
会

も
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
参
加
す
る
た
め
に
、

目
前
に
せ
ま
っ
た
３
・
１
ビ
キ

ニ
デ
ー
へ
の
参
加
と
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
世
界
大
会
直
後
の
国
民

平
和
大
行
進
の
成
功
、
そ
し
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
重
な
る
国
民

平
和
行
進
と
広
島
で
の
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
皆
さ
ん
と
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
上
野
東
照
宮
か
ら
退

去
を
迫
ら
れ
て
い
る
「
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
火
」
も
消
灯

す
る
話
が
あ
り
ま
す
。
11
月
に

は
日
本
平
和
大
会
が
横
田
基
地

近
辺
で
開
催
さ
れ
る
案
も
あ
り

ま
す
。
昨
年
11
月
と
同
じ
場
所

で
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
集
会
に
参

加
を
す
る
予
定
で
す
。

安
倍
内
閣
を
退
陣
さ
せ
る
た

め
に
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

石
村
和
弘

代
表
理
事

２
０
２
０
年
は
、
《
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
私
た
ち
》
と

《
核
兵
器
の
力
で
世
界
を
押
し

つ
け
民
主
主
義
を
壊
し
て
い
る

勢
力
》
と
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り

合
う
年
で
す
。

東
京
原
水
協
は
、
２
０
２
０

年
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
、

４
月
下
旬
の
原
水
爆
禁
止
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
会
、
５
月
か
ら
は
じ

ま
る
平
和
行
進
及
び
８
月
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
を
成
功
さ

せ
て
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
参
加
を
拒

否
す
る
安
倍
政
権
を
倒
す
こ
と

及
び
米
国
の
、
２
年
後
の
《
核

弾
頭
積
載
可
能
な
中
距
離
ミ
サ

イ
ル
》
の
沖
縄
を
は
じ
め
横
田
・

全
土
配
備
計
画
を
や
め
さ
せ
る

運
動
を
強
め
ま
す
。

東
京
原
水
協
は
、
東
京
平
和

委
員
会
と
の
連
携
を
一
層
強
め
、

首
都
東
京
か
ら
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
」
、
「
横
田
基
地
は

い
ら
な
い
」
の
運
動
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。
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２
０
２
０
年
の
決
意

東
京
平
和
委
員
会
青
年
協
議
会
の
み
な
さ
ん
（
東
京
平
和
委
員
会
事
務
所
に
て
）



憲
法
９
条
の
力
で
誘
導
路
を

『
く
』
の
字
に
曲
げ
た
「
百
里

基
地
闘
争
」
の
地
に
行
こ
う
！

『
百
里
・
初
午
ま
つ
り
』
は
、

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
（
茨
城

県
小
美
玉
市
）
の
真
ん
中
の

「
平
和
公
園
」
（
反
戦
一
坪
運

動
の
土
地
）
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
戦
後
、
自
衛
隊
基

地
建
設
の
た
め
に
政
府
が
農
民

か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
場

所
を
裁
判
闘
争
で
守
っ
た
「
９

条
の
土
地
」
で
す
。
百
里
裁
判

は
「
恵
庭
」
「
長
沼
」
と
並
ぶ

自
衛
隊
の
憲
法
違
反
を
問
う
裁

判
で
あ
り
、
戦
争
放
棄
、
戦
力

不
保
持
に
よ
る
恒
久
平
和
の
実

現
を
目
指
す
日
本
国
民
や
人
類

の
理
想
を
実
現
さ
せ
る
為
の
裁

判
で
し
た
。
平
和
公
園
の
正
面

の
旧
射
撃
場
山
に
は
「
自
衛
隊

は
憲
法
違
反
」
の
看
板
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
平
和
委
員
会
は
、
当
時

か
ら
百
里
裁
判
闘
争
を
支
援
し

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
当
時

の
運
動
を
継
承
し
、
今
も
守
り

続
け
て
い
る
「
９
条
の
土
地
」

に
置
か
れ
た
平
和
稲
荷
で
、
基

地
撤
去
を
目
指
し
て
い
る
地
元

の
農
民
、
反
対
同
盟
や
支
援
す

る
仲
間
達
と
交
流
す
る
「
百
里
・

初
午
ま
つ
り
」
に
行
き
ま
せ
ん

か
？百

里
裁
判
闘
争
を
闘
っ
た
内

藤
功
弁
護
士
も
同
行
し
ま
す
。

色
々
と
話
も
伺
い
ま
し
ょ
う
。

【
午
前
８
：
30
集
合
・
出
発
】

【
集
合
場
所
】
新
宿
駅
西
口

東
京
工
学
院
大
学
新
宿
キ
ャ
ン

パ
ス
前

＊
東
京
平
和
委
員
会
の
青
い
の

ぼ
り
が
目
印
で
す
。

【
参
加
費
】
当
日
集
金

一
般

４
０
０
０
円

大
学
生
以
下

３
０
０
０
円

(

往
復
交
通
費
・
現
地
参
加
費
・

資
料
代)

※
大
型
バ
ス
で
行
き
ま
す
。
雨

雪
天
決
行
。

※
昼
食
・
飲
物
は
、
現
地
に
模

擬
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
途
中
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
立
ち
寄
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

東
京
平
和
委
員
会

℡
０
３-

５
９
２
７-

１
４
８
７

M
a
i
l

：t
o
k
y
o
h
e
i
w
a
i
i
n
k
a
i
@
p

e
a
c
e
-
2
1
.
j
p

２
０
２
０
年
２
月

１
・
２
日

日
本
平
和
委
員
会

全
国
理
事
会

４
日

代
表
理
事
会

８
日

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
新

署
名
集
会

平
和
と
労
働
セ

ン
タ
ー

11
日

百
里
初
午
ま
つ
り
ツ
ア
ー

18
日

常
任
理
事
会

29
日
～
３
月
１
日

３
・
１
ビ

キ
ニ
デ
ー
集
会

３
月
３
日

代
表
理
事
会

６
日
～
８
日

沖
縄
連
帯
行
動

環
境
汚
染
問
題
県
民
集
会

17
日

地
位
協
定
シ
ン
ポ

総

が
か
り
行
動

衆
議
院
15
時

17
日

常
任
理
事
会

東
京
平
和
委
員
会
後
援
行
事

２
月
11
日

第
54
回
「
建
国
記

念
の
日
」
を
考
え
る
つ
ど
い

＊
主
催
：
「
建
国
記
念
の
日
」

を
考
え
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会

＊
講
演
：
「
異
常
な
「
令
和
」

フ
ィ
ー
バ
ー
を
考
え
る
・
長
期

に
わ
た
る
安
倍
政
権
を
支
え
る

も
の
」
＊
講
師
：
澤
藤
統
一
郎

弁
護
士

＊
時
間
：
13
：
30
～
16
：
30

＊
会
場
：
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

(

カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
５
階)

＊
資
料
代
：
５
０
０
円

＊
問
合
せ
先
：
℡
川
田
正
美(

0

9
0
)
8
0
8
2-
95
9
8

ミ
ニ
知
識

関
係
略
年
表

１
９
４
９
年

４
・
20
～
25

第
１
回
平
和
擁

護
世
界
大
会
（
パ
リ
、
プ
ラ

ハ
）
原
子
兵
器
禁
止
、
軍
拡

と
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
・
植
民
地

体
制
・
日
独
の
再
軍
備
な
ど

に
反
対

４
・
25
～
26

第
１
回
平
和
擁

護
日
本
大
会
（
会
場
：
東
京

家
政
学
院
講
堂
）
「
平
和
綱

領
」
採
択

一
、
あ
く
ま
で
平
和
と
自
由

を
ま
も
り
ま
し
ょ
う

二
、
戦
争
を
け
し
か
け
る
宣

伝
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
し

ま
し
ょ
う

三
、
日
本
が
軍
事
同
盟
に
加

わ
る
こ
と
に
反
対
し
ま
し
ょ

う四
、
平
和
の
た
め
に
文
化
と

教
育
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う

五
、
平
和
産
業
を
発
展
さ
せ

こ
れ
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う

六
、
講
和
条
約
を
は
や
め
、

日
本
の
独
立
を
ま
も
り
ま
し
ょ

う七
、
平
和
を
愛
す
る
す
べ
て

の
人
は
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ

う八
、
世
界
の
平
和
擁
護
運
動

と
手
を
握
り
ま
し
ょ
う

＊
平
和
を
守
る
会
準
備
会
結
成

７
・
６
下
山
事
件
、
７
・
15
三

鷹
事
件
、
８
・
17
松
川
事
件

９
・
28

全
国
教
育
長
会
議
で

教
員
追
放
（
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
）

決
議

10
・
20

戦
歿
学
生
の
手
記

『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』

出
版

１
９
５
０
年

２
・
27

平
和
守
る
会
発
足
、

会
長
大
山
郁
夫

３
・
25

平
和
擁
護
世
界
大
会

委
員
会
第
３
回
総
会
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
発
表

６
・
25

朝
鮮
戦
争
始
ま
る

７
・
８

警
察
予
備
隊
創
設

９
・
29

平
和
擁
護
日
本
委
員

会
（
平
和
委
員
会
）
結
成
宣

言
（
日
本
平
和
委
員
会
編
『
平
和

運
動
20
年
運
動
史
』
１
９
６
９

年
、
大
月
書
店
な
ど
よ
り
）
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こ
れ
か
ら
の
予
定

百
里
・
初
午
ま
つ
り
へ
行
こ
う

年
末
募
金
の
お
礼

昨
年
末
に
、
組
織
と
運
動

強
化
、
パ
ソ
コ
ン
更
新
の
た

め
の
「
年
末
募
金
」
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
団
体
・

地
区
・
個
人
か
ら
43
口
27
万

円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
事

務
局
の
パ
ソ
コ
ン
２
台
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

事
務
局
長

岸
本
正
人

日
本
平
和
委
員
会
創
立
70
年


